
６
月
22
日
、
日
本
共
産
党
区
議
団
を

代
表
し
て
小
栗
智
恵
子
議
員
が
一
般
質

問
に
た
ち
ま
し
た
。

小
栗
議
員
は
「
憲
法
問
題
に
つ
い
て
」

「
保
育
所
問
題
に
つ
い
て
」
「
熊
本
地

震
を
ふ
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

「
築
地
市
場
『
移
転
』
問
題
に
つ
い
て
」

「
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
へ
の
海
外
視
察
に

つ
い
て
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
区

長
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

自
民
党
改
憲
案
の
問
題
点
を
問
う

小
栗
議
員
は
、
参
議
院
選
挙
（
22
日

公
示
）
で
も
大
き
な
争
点
と
な
っ
て
い

る
「
自
民
党
改
憲
案
」
を
と
り
あ
げ
、

・
「
改
憲
案
」
は
「
国
際
的
協
調
」
の

名
の
も
と
に
、
海
外
で
の
武
力
行
使
を

可
能
に
す
る
も
の
。

・
「
改
憲
案
」
第
98
条
で
、
内
閣
総
理

大
臣
が
「
緊
急
事
態
」
を
宣
言
す
れ
ば
、

内
閣
が
立
法
権
を
行
使
し
、
国
民
の
基

本
的
人
権
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

事
実
上
の
「
戒
厳
令
」
を
可
能
に
す
る

も
の
。

・
「
改
憲
案
」
は
現
憲
法
97
条
「
基
本

的
人
権
」
を
丸
ご
と
削
除
し
て
お
り
、

「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
の
名
で
基
本

的
人
権
を
制
限
で
き
る
仕
組
み
に
変
え

る
も
の
。

・
「
改
憲
案
」
92
条
、
93
条
で
は
、
地

方
自
治
が
果
た
す
役
割
を
「
身
近
な
行

政
」
と
割
り
切
り
、
社
会
保
障
は
国
に

頼
ら
ず
地
方
同
士
で
協
力
し
て
行
う
よ

う
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
生
存
権
・

社
会
保
障
の
第
一
の
責
任
を
負
う
べ
き

国
の
役
割
を
放
棄
す
る
も
の
。

・
「
改
憲
案
」
は
「
憲
法
に
よ
っ
て
権

力
を
縛
る
」
と
い
う
立
憲
主
義
を
否
定

し
、
「
憲
法
に
よ
っ
て
国
民
を
縛
る
」

も
の
に
大
変
質
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
。

と
危
険
な
内
容
を
示
し
、
区
長
の
見

解
を
問
い
ま
し
た
。

改
憲
案
の
危
険
性

認
め
な
い
区
長

区
長
は
「
自
民
党
の
『
改
憲
案
』
は
、

国
防
軍
の
位
置
づ
け
、
緊
急
事
態
の
宣

言
、
基
本
的
人
権
や
地
方
自
治
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
、
第
９
条

を
は
じ
め
関
係
条
文
の
具
体
的
な
改
正

案
の
形
で
示
さ
れ
た
も
の
」
「
憲
法
問

題
に
つ
い
て
は
国
民
的
議
論
が
十
分
尽

く
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
る
に

と
ど
ま
り
、
「
改
憲
案
」
の
危
険
性
、

問
題
点
の
見
解
に
つ
い
て
は
答
弁
を
避

け
ま
し
た
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―

質
問
項
目

―

１
．
憲
法
問
題
に
つ
い
て

２
．
保
育
所
問
題
に
つ
い
て

３
．
熊
本
地
震
を
ふ
ま
え
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

４
．
築
地
市
場｢

移
転｣

問
題
に

つ
い
て

５
．
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
へ
の
海

外
視
察
に
つ
い
て



都
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党
都
議
団

が
追
求
し
た
豪
華
海
外
出
張
問
題
を
発

端
と
し
て
、
舛
添
都
知
事
の
「
政
治
と

カ
ネ
」
を
め
ぐ
る
疑
惑
が
次
々
に
吹
き

出
し
、
都
の
公
用
車
を
使
っ
た
湯
河
原

の
別
荘
通
い
、
政
治
資
金
を
流
用
し
た

家
族
旅
行
や
美
術
品
買
い
あ
さ
り
な
ど
、

あ
き
れ
る
ば
か
り
の
公
私
混
同
に
、
都

民
の
怒
り
の
声
が
ひ
ろ
が
り
、
と
う
と

う
舛
添
都
知
事
は
辞
職
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。

小
栗
議
員
は
、
こ
の
よ
う
な
時
に
、

中
央
区
が
６
月
議
会
の
補
正
予
算
で
、

海
外
視
察
経
費
に
１
１
１
８
万
円
を
計

上
し
、
７
月
３
日
か
ら
９
日
の
７
日
間
、

パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
市
を
、
区
長
、
区
議

会
議
長
ほ
か
４
名
が
視
察
す
る
と
い
う

提
案
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
舛

添
知
事
の
海
外
視
察
が
大
ブ
ー
イ
ン
グ

を
浴
び
て
い
る
最
中
、
『
最
悪
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
庁
内
の
視
線
は
冷
や
や
か
』

と
報
道
さ
れ
た
り
、
区
民
の
方
か
ら
も

『
も
う
東
京
都
の
選
手
村
計
画
が
か
た

ま
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
何
を
見
に
行
く

の
か
。
海
外
で
見
て
く
る
よ
り
、
ま
ち

の
声
を
聞
い
て
欲
し
い
』
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
「
今
回
の
視
察
に

つ
い
て
『
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
、
パ
リ
・

ロ
ン
ド
ン
な
の
か
』
納
得
が
い
か
な
い
。

海
外
視
察
の
必
要
を
考
え
て
い
た
の
で

あ
れ
ば
、
当
初
予
算
で
提
案
す
る
の
が

筋
だ
し
、
議
会
に
も
前
も
っ
て
説
明
が

な
さ
れ
る
べ
き
」
と
批
判
し
、
次
の
よ

う
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

事
業
者
に
１
千
万
円
で
委
託

小
栗
「
視
察
経
費
の
内
訳
は
」

区
長
「
経
費
１
１
１
８
万
円
の
内
訳
は
、

旅
行
事
業
者
へ
の
委
託
料
に
１
０
７
１

万
２
千
円
（
往
復
の
航
空
運
賃
４
６
６

万
円
。
パ
リ
に
３
泊
、
ロ
ン
ド
ン
に
２

泊
の
宿
泊
料
１
４
９
万
円
。
パ
リ
か
ら

ロ
ン
ド
ン
へ
の
電
車
代
２
３
万
円
。
現

地
で
の
移
動
車
代
、
通
訳
や
現
地
視
察

に
か
か
る
経
費
等
４
３
３
万
円
な
ど
）
。

日
当
、
支
度
料
羽
田
空
港
ま
で
の
交
通

費
に
４
１
万
３
千
円
。
保
険
料
に
６
万

１
千
円
」

な
る
べ
く
早
い
段
階
で
と
判
断

小
栗
「
な
ぜ
今
の
時
期
の
提
案
な
の
か
」

区
長
「
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
行
う
こ

と
が
最
も
有
効
と
判
断
」

先
進
的
な
取
り
組
み
を
確
認
し
に
!?

小
栗
「
ど
ん
な
視
察
を
予
定
し
て
る
か
」

区
長
「
中
央
区
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
区
民
協
議
会
等
へ
の
反
映

や
、
晴
海
地
区
の
大
会
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
公
共
・
公
益
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
な
る
具
体
的
な

協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
先
進
的
な

観
光
都
市
の
取
組
や
ロ
ン
ド
ン
２
０
１

２
大
会
後
の
選
手
村
の
活
用
等
を
確
認
」

「
中
止
」
を
求
め
た
が
、
拒
否

小
栗
「
海
外
視
察
は
中
止
す
べ
き
」

区
長
「
今
回
の
視
察
で
得
ら
れ
た
見
聞

を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

区
民
協
議
会
や
下
部
組
織
と
な
る
観
光
・

文
化
検
討
部
会
に
情
報
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
、
現
在
着
手
し
て
い
る
新
た
な

中
央
区
基
本
構
想
の
策
定
に
お
い
て
も

寄
与
す
る
視
察
と
な
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
い
く
」

小
栗
議
員
は
「
こ
れ
で
は
、
区
民
の

理
解
は
得
ら
れ
な
い
」
と
視
察
の
中
止

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

ブログもごらんください 志村たかよしワールド 検索

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

７
月
１
日
の
区
議
会
本
会
議
で
、

ふ
た
つ
の
意
見
書
を
国
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
「
食
品
ロ
ス
削
減
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
る
意

見
書
」
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
婚
姻
歴
の
な

い
ひ
と
り
親
家
庭
に
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
の
適
用
を
求
め
る
意
見
書
」

で
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
を
扶
養
し
て

い
る
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
世

帯
に
も
、
所
得
税
法
・
地
方
税
法

の
定
め
る
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
」

を
適
用
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
も

の
で
す
。


